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第 1問 社会保障制度に関する以下の設問について答えなさい。 
① 日本の公的医療保険における資金の流れを、サービス提供者、サービス購入者、

保険者を区別して説明しなさい。図を用いてもよい。（10 点） 
② 日本の公的介護保険における資金の流れを、サービス提供者、サービス購入者、

保険者を区別して説明しなさい。図を用いてもよい。（5 点） 
③ 公的介護保険制度の創設により、医療保険制度の予算を削減することができたの

はなぜか。（10 点） 
 
第 2 問 S を供給、D を需要、P を価格とし、供給曲線が「P=30+2S」、需要曲線が

「P=90 D」で表せる財市場を考える。この財の取引 1 単位につき T の消費税が課さ

れる（税込み価格が T 上がる）とき、以下の設問に答えなさい。 
① 課税前の均衡における価格と取引量を計算しなさい。（各 2 点・計 4 点） 
② 課税後の均衡における消費者価格、生産者価格、取引量を計算しなさい。（各 2 点・

計 6 点） 
③ 消費税 T のうち消費者の負担分と生産者の負担分を計算しなさい。（5 点） 
④ 課税前の社会的余剰の面積を計算しなさい。（5 点） 
⑤ 課税後の死荷重損失と社会的余剰の面積を計算しなさい。（5 点） 
 
第 3問 公的年金制度に関する以下の設問に答えなさい。 
① 年金によって対処されるリスクとは何か。生命保険と対比して説明しなさい。（10

点） 
② 積立方式と賦課方式の違いを簡潔に説明しなさい。（5 点） 
③ 賦課方式から積立方式への移行は何故難しいのか。簡潔に説明しなさい。（10 点） 
 
第 4問 日本政府の債務残高は 1 年の GDP の 2 倍以上に達しており，財政再建の必

要性を強調する論者も多い。このような財政再建が必要であるとする主張に対してい

かなる反論が可能か。以下の 3 つの視点に基づいて，それぞれ簡潔に論じなさい（①，

②，③を別々に論じること）。 
① 粗債務と純債務（5 点） 
② 金利と経済成長率（10 点） 
③ 中立命題（10 点） 


